








































































































有名な先生がいます。一つが holistic mode of 
thought、包括的思考とよばれているもの、も































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Nguyen Minh Loi 氏 
（元ハノイ国家大学外国語大学専任講師）
　みなさん、こんにちは。「Xin chào（シン
　チャオ）」 ご存知でしょうか。ベトナム語の
「Xin chào」朝もお昼も夜も同じ挨拶です。ベ
トナムから参りましたLoiと申します。よろし
くお願いいたします。これから、ベトナムの教
育事情について、少しお話させていただきます。
　ベトナム料理が最近日本で流行っているとお
聞きしますが、みなさんはベトナムってどんな
イメージを持っていらっしゃいますか。私を見
て、ベトナム人だと思いますか。日本人に見え
るとよく言われますが、100％ベトナム人です。
　ベトナムは中国と東南アジアの混ざった国
と言われています。文化だけではなく、たぶ
ん、人も混ざった結果だと思います。教育につ
いても、中国から一番影響されているのです
が、100年間以上、フランスの植民地だったの
で、文字や教育・思考などはヨーロッパの影響
を大きく受けています。
教育システムに関する概要
　ご覧のように、ベトナムの教育システムに関
する簡単な概要です。
　ベトナムの学校制度は、５－４－３－４です。
小学校は５年、中学校は４年、高校は３年、大
学が４年、短期大学が２年か３年です。小学校
と中学校は義務教育ですが、小学校は基本的に
は、学費が無料です。しかし、中学校は学費が
かかるので、学費が払えず、中１か中２でやめ
る人も結構多いという現状です。
　ベトナムの小学校、中学校、高校という呼び
方は日本と違って、日本は「小１」、「小２」…
と、呼びますが、ベトナムは１～ 12まで数え
ます。例えば、小学校１年生だったら、「１年」。
高校３年生は「12年」という呼び方です。
　学期も日本と違って、たぶん中国やヨーロッ
パに近いと思います。新学期はだいたい９月
５日で、毎年決まっている入学式です。また、
Tết（テト）という旧正月もありますので、旧
正月の日にちによって２学期の始まりは毎年多
少変わります。
　これは、2013年のベトナムの就学率です。た
ぶん、日本ではあまり想像できないと思います
が、今のベトナムの就学率、96％（小学校）と
いうのは、努力した結果なのです。長く戦争が
あったため、なかなか学校へ行けない地域もあ
りました。特に、少数民族です。ベトナムは53
の民族があります。私はその中で、京族または
越族と言ってもいいのですが、その他は52の少
数民族がいます。そして、識字率は93％となっ
ています。
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現行の学校教育体系
　今現在のベトナムの学校教育体系ですが、日
本と同じで６歳になったら小学校に入り、18歳
で高校を卒業します。それから大学、大学院に
進学という感じです。
　本日の話は、主にベトナムの高校、大学を中
心にしていきたいと思います。
　これはベトナムの教育訓練省で、日本の文部
科学省と同じ役割をするところです。2013年の
統計による学校数、あるいは学生数、講師数な
どです。
高校と大学の状況
　今現在、全国で207の大学がありまして、国
立と私立の割合には大きな差があります。大学
の年間の日程も普通の教育と同じく９月から新
学期が始まり、６月に終わります。だいたい、
ベトナムは熱い国と知られていますが、夏休み
が一番長いのです。旧正月は２週間の休みが
あって、夏休みは丸々３ヶ月あります。
　私が講師になった理由というのも、夏休みが
長くたくさん遊べるからということでした。私
は日本語の講師でした。
　ベトナムはご存知のように細長い国ですが、
大学、高校、あるいは、短期大学などの教育機
関は、主に、ハノイ、ダナン、ホーチミンに集
中しています。ハノイは首都で、ホーチミンは
経済的に一番発展している都市です。ダナンは
中部の中心都市です。
　一方、山側や海側の地域、カンボジアに接し
ている地域には、大学はまだありません。高校
も非常に数が限られていて、ほとんどの人は、
中学校教育までですが、中学校教育まで受けた
ら、素晴らしいことだとベトナム人は思ってい
ます。
　ベトナムでは義務教育が終わると、必ず中学
校の修了試験を受けなければなりません。その
修了試験を受けたあと、また、高校に入るため
の試験があります。最近は――ここ５年ほど前
から――、高校は統一試験となっていますが、
それ以前は、全国の高校でそれぞれ独自の入試
問題で行っていました。
　大学入試も同じで、最近、統一試験になりま
したが、その他に、各大学――特に一流大学―
―でそれぞれの審査試験を受けなければなりま
せん。また、今年2015年からは、教育訓練省
（前述の日本の文部科学省のような機関）が新
たな試験方法を実施しました。ちょうど１ヶ月
ほど前のことですが、大学の統一入試が今年か
ら廃止されて、高校の修了試験の結果に基づい
た大学選抜となりました。１つの大学に入るた
めに、学生は希望の４つの大学に願書を出せる
のですが、その大学から最終発表される点数を
見るまでは結果が分からないので、みんな非常
に不安な状態になり各地で混乱が起きています。
これからのベトナムの入試、特に大学の入試は
どうなっていくのかという大きな課題が残りま
した。
大学について
　ベトナムの大学ランキングは、国立と私立で
はっきり分けられています。
　国立の方は、各省というイメージですが、一
番有名な大学はベトナム国家大学ハノイ校です。
次は、ベトナム国家大学ホーチミン市校。こち
らに書いてありますように、国家大学というの
は直接政府に属しており、教育訓練省の所管で
はありません。その次は、カントー大学です。
カントー（Cần Thơ）というのはメコンデルタ
の方の地名です。
　国家大学は直接政府に属しているので、その
予算も政府から直接受けます。国家大学は現在
７大学ですが、国家大学の所長というのは政府
の大臣と同じ役割で、すべてを決定できる権利
を持っています。
　一方、政府に属していない、または教育訓練
省の所管の大学は、教育訓練大臣が権利を持っ
ています。
　ベトナムの大学の国立と私立の学費も差があ
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ります。日本円に換算すると、国立大学は年間、
２万５千円ぐらいです。近年は高くなってきて、
私の学生時代の15年くらい前は５千円くらいで
した。私立大学は、約２倍の４万５千円くらい
です。
社会主義国の大学の特徴
　みなさんもご存知のように、ベトナムは社会
主義国家ということで、大学も教育制度も非常
に影響されています。大学の特徴として、こち
らにいくつか挙げています。
　まず、大学あるいは教育機関が様々な省庁に
所管されています。というのは、教育訓練省以
外、それから国家大のように政府に所管されて
いる以外は、各省庁に直接管理されています。
　例えば、ハノイ法科大学は法司省に、建築大
学といえば、建設省に直接所管されていて、そ
の大学自体の規則などは、教育訓練省にも、直
接管理されている省庁にも従わなければいけま
せん。そのために、喧嘩になる場合もあります。
　２つ目として、今、ベトナム政府は各大学に、
一定の基準 ――「研究志向」、「実践志向」、「応
用志向」という３つのカテゴリー ――に基づ
いて、予算を配分しています。これは何かとい
うと、もし３つのカテゴリー以外の大学の設立、
あるいは学部を作る場合は、許可をもらえない
ということです。
　３つ目は、ベトナムでは共産党や政府の管理
が非常に厳しいので、各大学の理事や運営委員
――ベトナムで言えば学長たち――は、共産党
員でないといけないという事実があります。大
学の職員や教員たちは、年間定期的に政治理論、
あるいはホーチミン思想という勉強会を受けな
ければいけません。もちろん、学生たちも普通
の科目、専攻の科目以外は、政治理論、あるい
は軍事訓練を受けなければいけない状況です。
　最近、社会主義国家だからこそ、発展や時代
に遅れているということを政府も意識していて、
近年、国際化が強く推奨されています。これに
伴い、大学もグローバル化になってきています。
大学のグローバル化
　ここ10年ぐらい、「共同教育課程」が非常に
流行っています。この共同教育というのは、先
ほどの鮑さんと同じく、ダブルディグリー以外
は３＋１、あるいは、各大学との共同研究がよ
く行われています。
　しかし、この共同教育課程の一つの特徴とし
ては、ベトナムはみなさんもご存知のように経
済的に他の国と比べてよくないので、この共同
教育は、例えばダブルディグリーの場合、国内
の学費と海外に行くときの学費は非常に差が出
ていて、その場合、学生は自費で、学校からの
支援も受けないとほとんどこの共同教育はでき
ないという状況です。
　つい最近、５、６年前、政府によって外資
100％の大学の設立が認められました。今、現
在、例えばオーストラリアの経営マネジメント
のRMIT大学は一番人気です。このような外資
大学というのは、その大学のカリキュラム、あ
るいは運営システムなどをそのままその国から
持ってきています。学費も外国の大学と変わ
りません。RMIT大学の学費は、だいたい年間
100万円くらいです。ベトナムの大学の学費は
だいたい２万円くらいですが、その大学に希望
する学生は年々増えています。５年経って今現
在、2000人の学生が在学しているそうです。
　それから、外国投資家と国内投資家の合併に
よる大学の設立も最近認定されています。昨年、
ハノイ校と日本のODAによって、越日大学が
設立されることになりました。その大学ができ
たら、今後のベトナムの教育状況が大きく変わ
るだろうと予想しています。
　また、さまざまな国際交流プログラムも、各
大学で行っています。そのようなプログラムは
ほとんど交換留学生のかたちです。なぜかとい
うと、先ほど申し上げたように、学生たちが自
分から海外にインターンシップ、あるいは海外
に研修に行くための旅費を出すのは非常に大変
なことで、ほとんど交換留学生というかたちが
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一番多いのです。
留学状況
　こちらは、教育訓練省による2013年の留学統
計です。今現在、49ヵ国にて、10万人くらい
の留学生という数字です。これから年々、もっ
と増えていくという予測ですが、その中で私
費留学は90％以上です。一番人気の留学先は、
オーストラリア、その次はアメリカ、15％です。
この表では、日本留学はたった４％しかありま
せん。
戦略パートナーといった日本
　日本とベトナムの友好関係は、昨年でちょう
ど40周年になりましたが、教育の交流などは、
まだまだ手つかずという状況だと思います。そ
の中で、最近ベトナムは日本に対して戦略パー
トナーとみています。教育においての特徴をご
紹介したいと思います。
　まず、日本語教育です。日本語教育は、ベト
ナムと日本の関係はまだ40周年にしかなってい
ないのですが、実際に日本語教育は1943年から
開始されていました。その時はちょうど戦争で、
日本軍が入ってきて、ベトナム人対象だけでは
なく、アメリカ人対象の日本語教育も行ってい
たのです。60年～ 70年経って、今、日本語教
育は全国で、大学だけでなく、高校、最近では
中学校にまで普及されています。中学校の日本
語教育は、2003年に日本の国際交流基金のプロ
ジェクトで行われていて、今は全国で15校くら
い行っています。
　それから、日本の学校との国際関係は、先ほ
ど申し上げたように、日本との留学促進、ある
いは日本の大学との交換プログラム、インター
ンシップ、交換留学生、職員交換プログラムな
ども、最近非常に活発になっています。
　日本への留学というのは、大学留学そして大
学院留学もありますが、それは、先ほども申し
上げましたように90％以上は私費留学です。
　国費留学は非常に少なく、奨学金をいただけ
る学生たちは非常に頭が良いのですが、最近は
問題も起こっています。国から奨学金をいただ
いて、日本に留学して、卒業したあとは国に帰
らずに、日本に残って働く人が非常に増えてい
るという問題です。
日本の大学に求めるアプローチ
　このような事情の中で、日本の大学に求める
アプローチはいくつか考えられると思います。
　まず、一つは「社会主義国の大学の特徴の理
解」です。先ほど申し上げたように、各大学は
さまざまな省庁に所管されているので、その大
学自体だけではなく、教育訓練省だけではなく、
省庁との関係づくりというのがとても大事なの
です。
　次は「日本への留学促進」、スキームあるい
は促進するための工夫、配慮などが必要だと思
います。今、日本に留学するための情報を、ほ
とんどの学生たちは主にインターネットを通じ
て、あるいは先輩を通じて得ています。しかし、
今後ベトナムで、例えば“学生はここに行けば
情報が得られる”という所があれば、非常に良
いと思います。これに関しては、廣告社によっ
て、今年からハノイにあるVJCCというJICAの
プロジェクトで人材育成促進センターの中で、
廣告社事務所を作ることになっていて、是非、
日本の各大学がそこを活用して、日本への留学
を促進できればいいと思っています。
　日本の大学とベトナムの大学の関係を強化す
ることが大事だと思いますが、私の経験では、
必要な時に、説明会などを行って、もし結果が
なければ、しばらくは連絡ややり取りがないと
いう大学もあるので、それはとても残念だと思
います。これからのグローバル化の中では、改
善していったほうがいいのではないかと思いま
す。それ以外は、先ほど佐藤先生のお話を聴い
て、私の頭の中で一つ思いついたのは、各大学
は、その点は線にならないと意味がないだろう
と思います。２つの大学、１つの線では、グ
ローバル化とは言えないと思います。ですから、
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その線と線は、たくさん作らなければいけない
と今強く思っています。そのたくさんの面がで
きると、きっとグローバル化、あるいは地球と
なるはずだと思います。
　本日、この短時間で、私の話がその一つの点
となるといいなと思います。みなさん、ご清聴
ありがとうございました。
司会
　Loiさん、ありがとうございました。
第２部　学務部職員研修会
全員参加によるワークショップ
第２部は職員研修の為、掲載省略
